
長崎市桜町2-35公明党控室 

電話: ０９５（８２９）１４０４ 

FAX : ０９５（８２４）６６５６ 

PCメール: hurusigi27@gmail.com 

長崎市議会公明党控室では平日午前9時から午後5時まで電話でのお問い合わせを受け付けてお

ります。何か困ったこと、わからないことがありましたら、お気軽に問い合わせてください。どなたで

も問い合わせできます。お問い合わせ電話番号：095(829)1404 

公明党長崎市議会 
公明党の立党精神 

「大衆とともに語り、大衆とともに戦い、大

衆の中に死んでいく。」 
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2011年 ながお市議の視察・調査・研修報告 
日時 都道府県 場所 調査・研修内容 

 8月22日 北海道 知床世界遺産 世界遺産による地域の効果と課題 

遊覧船による観光の在り方 

 8月22日 北海道 ウトロ漁港 シャケ・マス年間200億円の水揚げ 

 8月23日 北海道 釧路市役所 地産地消の取り組み 

釧路炭田の現状 

 8月23日 北海道 釧路市立博物館 炭鉱文化の研究と観光への活用 

10月 3日 山梨県 エコハウス山梨 伝統建築とエコ先端技術の融合 

10月 4日 山梨県 北杜メガソーラー 大規模太陽光発電所の取り組み 

10月 5日 千葉県 柏の葉キャンパス 街中の電力を効果的に利用するスマートシティの取り組み 

10月19日 東京都 中部総合精神保健福祉

センター 

認知行動療法の取り組み（うつ病治療） 

10月20日 新潟県 高齢者総合ケアセンター 先進の複合介護施設 

10月20日 新潟県 サポートセンター摂田屋 サテライト型特別養護老人ホーム 

小規模多機能型居宅介護 

10月21日 石川県 石川県庁 高齢者のための傾聴ボランティア 

10月22日 広島県 広島原爆資料館 平和公園・資料館の在り方 

11月8日 

 ～11日 

（5日間） 

岐阜県 市町村議会研修 社会保障の現状・介護保険10年の評価と市町村の役割 

地域人口を考える・生活支援のための科学技術の活用 

地域包括ケアの取り組み 

超高齢化社会に向けた医療福祉システム 

子育ち子育て支援策の歴史的展開 

地域医療の確保 

生活保護制度の現状と課題 

１１月２５日（金）から１２月１４日（水）まで、平成２３

年第５回定例会が実施されました。 

今回は長崎市の将来の人口減少、高齢化にともない予測され

る様々な問題点を質問させていただきました。大変重要な問

題であり、市民の皆様の生活に直結します。これからも、調

査を続け、問題解決に取り組んでまいります。 

解答：本当です。 

国の調査・研究によります

と、今の低い出生率のまま

では、今後急激な人口減少

が予測されております。 

また、高齢化はさらに進

み、特に75歳以上の方の高

齢者人口が急速に増加する

と予測されています。 

１１月長崎市議会 開催される。 

永尾春文市議会活動報告 

第2回発行日2011年12月号 

ハイライト: 
●１１月市議会開催！ 

●長崎市の人口減少予測！ 

●5点にわたり一般質問！ 

●出生促進策とは！ 

●路面電車直通運行！ 

●市民相談受理件数1４7件、着

実に相談が実現！ 

●視察・調査・研修報告！ 

永尾春文市議会報告 

長崎市の人口が減少するって本当ですか？ 

目次： 

１１月長崎市議会 １ 

長崎市の人口減少 １ 

一般質問 ２ 

一般質問 ３ 

南部地区市民相談 ３ 

視察・調査・研修 ４ 
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 2010年 2020年 2030年 

長崎市の人口 約444,000人 約400,000人 約350,000人 

長崎市減少数 2010年と比較 約44,000人減 約94,000人減 

長崎市の人口予測 

上記表2つとも国立社会保障・人口問題研究所より 

 2010年 2020年 2030年 

75歳以上人口 約58,000人 約68,000人 約85,000人 

長崎市増加数 2010年と比較 約10,000人増 約27,000人増 

長崎市の75歳以上の高齢者の人口予測 

皆さん、２つの表から、将来何が起きるか想像できますか？ 



①介護保険料の将来予測 

 現在の基準額は4,958円。これから、人口が減少し高齢化が進

み、特に75歳以上の後期高齢者が増加する中で、これまでの介

護サービスのままでは、介護保険料の急激な上昇が予測されま

す。したがって、経費が掛かる特養老人ホームなどの施設型か

ら居宅型の介護支援サービスに、方向性を大きく転換する必要

があります。  

②介護予防ボランティアの育成 

 40，50歳代の保険料を納めている方々に介護ボランティアに

参加していただき、制度の理解を深めていただきたい。 

①ケースワーカー育成と組織的業務運営 

 ケースワーカーとは生活保護の方をお世話する方です。

現在一人で100人以上担当しており、相談内容も経済的困

窮だけではなく、ＤＶ・うつ病・多重債務など多岐にわ

たっております。よって、ケースワーカーの方々の育成と

働きやすい職場環境の整備がより良い保護行政につながり

ます。 

①育児休業取得の促進 

 人口減少を止め、出生を促進するためには、働く方の育児休業

の取得が重要です。現在、労働に関することは主に国の仕事に

なっており、長崎市においては担当の部署は明確でありませんで

したので、市の対応を質しました。 

②公立保育所と民間保育所のコスト比較 

 現在、一民間保育園当たり約３０００万円の国・県から補助を

受けています。公立にはありません。市内に公立保育園が９か所

あり、これが民間に移行できれば年間約２億７０００万円、１０

年間で約２７億円になります。この分を他の出生促進策の利用を

訴えました。 

１．介護保険について 

３．生活保護行政について 

２．出生促進策について 
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永尾春文市議会活動報告 

１０年後、２０年後を見た時

現在４０代５０代の現役の

方に、介護保険制度を理解

していただく必要がある。 

永尾春文市議、５点にわたり一般質問！ 

Page 3  

４．地域振興について 

南部地区の市民相談 

市民相談受理件数 1４7件（2011年１２月現在） 

実現した主な市民相談例 
①長崎南地区：大浦小学校の危険個所フェンス取付実現！ 

②香焼地区   ：深浦団地入口の停車禁止区域（ゼブラゾーン）の表示実現！ 

③鶴見台地区：個人宅の排水管、市の工事ミスにより再度工事実現！ 

④深堀地区   ：深堀1丁目高齢者横断のため横断歩道の青信号時間延長実現！ 

⑤南海地区   ：党員さんの指摘で中央橋付近の歩道がへこみにより車いすの方の歩行困難が判明。 

           市・県の素早い対応で歩道補修工事が早期実現！ 

①野母崎田の子地区の活性化 

人口減少は、過疎地域で加速します。野母崎ではこれまでの 

１０年間で約22％減少し、現在約6,300人です。仮にこの割合

で進むと、2020年は4,922人、2030年は3,839人と4千人を割る

と予想されます。よって、過疎対策こそ重要な人口減少対策で

す。田の子地区のプール・軍艦島資料館・物産館・温泉・水仙

の里・駐車場など総合的に再整備をし、観光客が賑わう地産地

消を推進するよう求めました。 

①路面電車の赤迫石橋間の直通運行 

長崎上海航路が試験運行を開始し、松枝埠頭を中心に賑わいの

創出が予想されます。また、長崎新幹線の実現に伴い、日本と

中国を結ぶ大動脈ができ、将来長崎市は海外への新しい玄関口

となります。この時、長崎駅と松枝埠頭を結ぶ主な交通機関は

路面電車ですが、実は築町電停で乗り換えなければなりませ

ん。観光客、ビジネスマンがスムーズに移動できるよう、直通

路線の検討を求めました。 

５．交通行政について 

以上、5点にわたり議会にて一般質問いたしました。最初に申しあげましたように、10年後、

20年後の市政を考える時、市民の皆様が市に求められるサービスの実現は人口減少問題の克服

なくしてありえません。今後も、この一点を深く掘り下げていきたいと考えております。 


